
- 1 -

平成２７年度 壬生町立睦小学校 Ｎｏ ２月１５日.11

あ ゆ み

２月になり、窓から入る太陽の光がまぶしさを増して、各地か
ら梅や菜の花など春の訪れを知らせる便りが届く一方で、まだま
だ、厳しい寒さが続いていますが、子どもたちは寒さに負けず元
気に学校生活を送っています。
さて、２月になると、６年生は『卒業』が、そして５年生以下

も、それぞれ『進級』が目前となり学校生活も何か気ぜわしくな
ってきます。特に、６年生は小学校生活の総まとめと合わせて、
中学校進学の準備をこの２～３月で確実にこなすことが大切で
す。自分の学習や生活に区切りが付けられるようにすることと合
わせて、委員会活動など学校の中心となって担ってきた役割も確実に後輩に引き継いで
いってほしいものです。平成２７年度も残り２カ月を切りました。子どもたち一人一人
が、この１年間の学習や生活を振り返り、しめくくりにしっかり取り組めるよう指導を
していきたいと思っています。

１２日の授業参観並びに学級懇談には、たくさんの保護者の方にご出席いただき、誠
にありがとうございました。お子様の１年間の成長の一端をご覧いただけたものと思い
ます。子どもたちは普段より張り切っていました。やはり保護者の皆様に見てもらうこ
とは、口には出しませんがとても嬉しいようです。
また、学年委員さんの選出にもご協力いただきありがとうございました。今年度の委

員の皆様、大変お世話になりました。また、来年度の委員の皆様どうぞよろしくお願い
いたします。

新年度に向けて、新登校班が編成されました。１５日（月）に全
体指導を行い一斉下校をした後、１６日（火）の朝から新しい班長
さんのもと登校が始まります。今月に入り、２月８日には静岡県で
小学２年生が、９日には神奈川県で小学４年生が交通事故で亡くな
っています。どちらも横断歩道上でルールを守って渡っているにも
かかわらず、事故に遭ってしまいました。とても悲しいことです。
幸いにして、本校ではこれまでに大きな事故・事件もなく無事にこ
こまできていますので、今後も無事故で過ごしていきたいと思って
います。登校班が変わりますので、この機会にもう一度交通ルールを守り安全に登下校
するようご家庭でもご指導をお願いいたします。
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保護者の皆様にも御協力をいただきまして、本年度の学校評価を行いました。その結
。 、 。果の概要は下記のとおりです 今回の結果を踏まえ 来年度の更なる改善を目指します

保護者の皆様にも、是非御協力いただきますようお願いいたします。

【良好であると判断できる項目】

○ 道徳の時間を中心に、すべての教科で命あるものを大切にする心を育てた。
○ 地域の人々との交流活動や体験活動を推進するとともに、地域を愛する心を育

てた。
○ 朝の計算タイムの活用など、基礎的・基本的事項の定着を図った。
○ 指導方法の工夫改善等を図り、個に応じたきめ細かな指導に努めた。
○ 思考力、判断力を向上させるための指導方法の改善に努めた。
○ 外国語活動を充実させ、自国や他国の文化や伝統を尊重する態度を養った。
○ 体育の授業の充実を図った。
○ 学校行事、業間活動、昼休み等を活用して、基礎体力を向上させた。
○ 食育についての共通理解を図り、指導の充実に努めた。
○ 「スクールガード 「かけこみお宿」の制度を理解し、児童の安全確保に努め」

た。

【良好だが更なる改善が必要な項目】

○ 互いの良さを認め合い、いじめや差別を許さない学級づくりを行った。
※ ９１％の児童が「友だちの良さを考えるようになった」と回答していますが、
２０％前後の児童と保護者が「いじめがなかったとは思わない」と回答してい
ます。
今後もいじめの未然防止及び早期発見に努めてまいります。

○ 「あいさつ 「返事 「靴そろえ」の習慣を身につけさせた。」 」
※ きまりを守るという意識が徹底されていないようです。始業時刻の厳守や集
合する時の約束事などについて、児童指導面での毅然とした姿勢を全教職員で
示したいと思います。
また、保護者と連携した指導も検討していきます。

○ 個を尊重するとともに、異年齢集団を活用した心豊かな集団づくりを行った。
※ ９５％の児童が「友だちを大切にしている」と回答していますが、２２％の
児童は「自分は大切にされている」と感じていません。
ＱＵテスト（楽しい学校生活を送るためのアンケート）の活用等を継続し、

改善を図っていきます。

【改善が必要な項目】

○ 学習習慣を身につけさせた。
※ ４０％近い保護者が「学習習慣が身に付いていない」と回答しています。

保護者と連携した学習習慣の定着を目指します。

【学校評議員からの御意見】

いずれも家庭との連携が大切である。保護者に協力を呼びかけ、学校と保護者が
協力して子どもの指導にあたっていただきたい。


